
 

令和４年度商店街賑わいＰＲ事業の実施状況について 

 

 民間事業者との連携により商店街の活性化を図る商店街賑わい PR 事業とし

て、本年度実施している２事業について、実施結果及び進捗を報告する。 

 

 １ 京急電鉄株式会社×すみっコぐらし連携事業 

（１）概要 

令和４年９月５日(月)～11月６日（日）、16商店会がフラッグ掲出の

ほか、商店会では抽選やカプセルトイ（ガチャガチャ）を行い、区内外

から多くの来場があった。   

（２）商店会・個店における取組み  

  ア ラッピング電車の搭乗券が当たる抽選券 1,600枚配付  

イ カプセルトイ 7,800個完売    

ウ とんかつまんきつ券（食事券とタンブラーがセット）943組販売  

  エ オリジナル商品（海苔 1,100個、ドレッシング 440本）販売 

（３）観光情報センターにおける取組み 

スタンプラリー台、抽選所を設置。商店街のお買い物で抽選券を入手

した方に抽選を実施。30組 60名をラッピング電車に招待。 

同センターの９～10 月における入場者数は、前年同月比の９倍以上、

売上金額は 1.6倍に及び、区内外からの来訪者に向けて、区の観光資源

をＰＲする機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域産業委員会 

令和５年 1月 13日 

産業経済部 資料 33番 

所管  産業振興課 

観光情報センター・スタンプ押印待ちの様子 

羽田イノベーションシティ 

足湯 AR イメージ 

京急電鉄・ラッピング電車 

銭湯暖簾 商店街フラッグ 



 （４）参加者の反応 

すみっコぐらしファンや京急沿線にお住まいの方等、多くの方が観光

情報センターへ来訪いただいたほか、地域の商店会でもコラボレーショ

ン商品を買っていただくこと等、回遊に繋がった。 

【店舗からの意見（抜粋）】 

・次の機会があればまた参加したい。（多数） 

・新規、遠方、若い世代、親子連れなど多くの来訪があった。 

・商店街を知ってもらう機会、店舗、商品の認知に繋がった。 

    ・本事業を機に初めて利用いただき、その後もリピーターとなっている。 

・自分達の発信では限界を感じていたが、山梨、長野、大阪等からの来

訪者が、商店街をＳＮＳで拡散してくれ、事業の意義を感じた。 

・暖簾の写真を撮る方が多かった。 

・まんきつ券の半券（換金部分）が小さく、取り扱いにくかった。 

・当店はガチャガチャだけされて、お帰りになる方ばかりであった。 

 

２ レトロ×グランデュオ蒲田連携事業 

（１）概要  

令和４年９月以降、レトロを切り口とした商店会等の魅力掘り起し、大田

区商店街連合会特設サイトでの発信、大田観光協会によるフォトコンテスト

等を実施した。 

来週１月 18 日（水）からはグランデュオ蒲田東西連絡通路で「大田今昔

写真展」を実施する。併せて、観光協会作成の回遊マップを配布することで

商店会に足を運ぶきっかけをつくる。 

（２）実施状況 

ア 発信 

（ア）大田区商店街連合会特設サイト「私が見つけたレトロ」開設 

13店舗の掲載のほか、フォトコンテスト、スタンプラリー等、関連  

事業の情報を併せて発信し、商店会の魅力発信に繋げている。 

＊8／26～12／31の閲覧数：4,474回（１日平均：35回） 

 

 

 

 

（イ）散歩の達人 令和４年 11月号及び令和５年２月号に掲載 

   

 
【11月号内容】  

区商連サイト紹介、フォトコンテスト募集、

グランデュオ蒲田展示の予告等 

【２月号内容】 

 レトロな名店紹介（店舗協賛によるプレゼン

ト応募有）、グランデュオ蒲田展示の詳細等 

 

特設ウェブサイトはこちらから 

散歩の達人 11 月号 

（2月号は1月21日発行予定） 



イ フォトコンテスト：11月３日（木）～12月４日（日） 

大田観光協会のインスタグラムを活用し、レトロな商店会の店・

食・景観等に関する投稿を募り、204件の申し込みがあった。 

投稿作品は、インスタグラムで閲覧に供する（インスタグラムから 

「#大田区マイレトロ」で検索することで閲覧可）。入賞作品は展示 

及び大田観光協会公式サイトで発表予定。 

同事業を通じて、商店会等へ足を運ぶ機会を契機とするとともに、

観光資源として掘り起こす機会となった。 

ウ グランデュオ蒲田東西連絡通路での展示 ＊大田観光協会により実施 

（ア）展示概要 

令和５年１月 18日（水）から１月 31日（火）まで、郷土博物館所

蔵の「昔の商店街の景観パネル」等を展示し、時代を超えて続く商店

会の賑わいをＰＲし、来街に繋げる。 

  

 

 

 

 

 

 

（イ）レトロな世界体験イベント 

東京都のヘブンアーティストとして登録があり、大森に活動の

拠点を持つ大道芸研究会が、商店街にゆかりの「昭和の物売り口

上」や「昭和の紙芝居」を実施。 

レトロな世界を披露し、誘客に繋げる。 

日程 時間 演目 

１月 22日（日） 13時～ 売口上：バナナの叩き売り 

14時30分～ 売口上：バナナの叩き売り 

16時～  売口上：ガマの油売り 

１月 28日（土） 13時～ 紙芝居：黄金バット、ターちゃん 

14時30分～ 

16時～ 

（ウ）マップ型パネルの設置 

  「商店街の好きなところ」「お薦めのお店」等について来場者が自 

由に書き込みを出来るマップ型パネルを設置し、来場者の時代を

超えた思いに触れる。 

昭和 28 年蒲田駅西口 昭和 20 年代大森駅東口 


